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『スリーゼロ』はアルコールチェック管理の負担を軽減し、業務効率化を実現するクラウドサービスです。

• 検査結果はクラウドに保存
• Webブラウザでリアルタイムに確認
• 異常値検知をメール通知
• 複数拠点を集中管理
• 検査漏れを簡単に確認

• スマートフォンと検知器で
直行・直帰時に対応(携帯型)

• タブレットと検知器で
職場での出退勤時に対応
(据え置き型)

面倒な
紙管理不要

運転者用
アプリ

管理者用
Web画面

直行・直帰時

出勤・退勤時

実施状況の一元管理

お客様の声
動画事例
動画公開中

『スリーゼロ』とは？

クラウドで管理はもっと

白ナンバー事業者向けアルコールチェック義務化対応クラウドサービス

、簡単・しっかり。

対応アルコール検知器

Bluetooth機能
対応機種

Bluetooth機能
非対応機種
(スタンドアローン)

検査結果を
画面に表示し確認

スマートフォンや
タブレットと連動し
検査結果をクラウドへ
自動記録 SC-502

ソシアック・ネオ

SC-103
ソシアック

SC-202
ソシアック・エックス

SC-402
ソシアック・アルファ―

SC-403
ソシアック・アルファ―ネクスト

SC-302
ソシアック・プロ

NEB-601
NEO BLUE

検知器
管理機能
対応

「検知器管理機能」を使えば、検知器の使用可能回数の残
数が確認できます。検知器管理がしやすく、管理業務の負担
軽減につながります。

管理に便利な「検知器管理機能 」搭載

中央自動車工業株式会社：NEO BLUE NEB-601

▼対象検知器（※2024年11月現在）

『スリーゼロ』は対応検知器数120機種以上！

現在ご利用中の検知器が『スリーゼロ』対応機種かチェックする

『スリーゼロ』はアルコールチェック管理サービスの中でも特に対応検知器数の数が
多いため、現在お使いの検知器をそのまま活用してのサービスご導入もおすすめです。

対応機種一覧は
こちらから
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株式会社AIoTクラウド
〒135-0061東京都江東区豊洲5-6-15 NBF豊洲ガーデンフロント

●記載されている製品名などは各社の商標または登録商標として使用している場合があります。

販売代理店等

https://alc.aiotcloud.co.jp

2024年11月

１年の保存が必要なアルコールチェックの検
査記録はアプリで簡単作成可能。保管、管理
もクラウド上で完結。

1. 確認者名

2. 運転者

3. 運転者の業務に係る自動車の自動車登録番号

又は識別できる記号、番号等

4. 確認の日時

5. 確認の方法

- 対面でない場合は具体的方法等

6. 酒気帯びの有無

7. 指示事項

8. その他必要な事項

アルコールチェク義務化、必須項目に対応！

『スリーゼロ』で出来ること

安全運転管理者の義務である運転日誌も
運転者はアプリで簡単に作成が可能です。

運転日誌も併せた一元管理が可能！

1. 運転者の氏名

2. 運転開始、終了日時

3. 運転した距離

4. 運転状況を把握するのに

必要な情報

白ナンバー事業者の
日誌記載項目

検査記録は簡単登録 アプリで簡単日誌作成

アルコールチェック ＆運転日誌 で安全運転管理業務をサポート
※運転日誌はレギュラ―プラン、プレミアムプランが対象です。

・サービス利用料は運転者1名あたりの料金です。初期導入費は1事業所あたり15,000円が必要です。
・アルコール検知器は別売となります。
・1ヶ月あたり5日間までご利用いただくことが可能なライトコースもあります。詳しくはお問い合わせください。

プラン シンプル レギュラー プレミアム

参考価格 3,600 円/年

（ 300 円/月 ）

6,000 円/年

（ 500 円/月）

10,800 円/年

（ 900 円/月）

アルコールチェック測定記録 ● ● ●

運転日誌 － ● ●

検査漏れ簡単チェック（車両予約機能） － － ●

※価格は税抜きです。

使い方に合わせたプランが選べる

※1

※1 車両予約連動運転日誌には対応しておりません。

＼ 新プラン誕生！／
2024.11.21より申込受付開始！

その他特長・機能など『スリーゼロ』の詳しい情報については
『スリーゼロ』サイトをご確認ください。
（https://alc.aiotcloud.co.jp/）


